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高校数学科における長期的な理解保持へ貢献する
対話の特徴の考察

―複素数平面における問題解決において―

○大村勝久（静岡県立浜松北高等学校） 遠山紗矢香＃（静岡大学）

キーワード：主体的対話的で深い学び，遅延調査，複素数平面

問題と目的

入試に出題されるような難易度の高い数学の問

題を協調的に解くことや，その過程の発話を詳し

く分析した先行研究は限られている。本研究では

多くの生徒が困難を示す複素数平面の証明問題を

人で解く場面の観察及び遅延調査により，生徒

が長期に亘って学習内容を保持できる学習活動の

設計方法について探ろうとした。

方 法

静岡県の県立高等学校普通科第 学年理系コー

ス 名の出席者のうち， グループ 名に焦点化

して， コマ完結型の数学科の授業での発話と記

述，授業から約 ヶ月経過後および ヶ月経過後

の遅延テスト・インタビュー結果を対象とした。

話し合いの様子はビデオカメラ及び レコーダ

で記録した。

学習課題は「複素数のよさはどのようなもの

か？」とし，学習問題として複素数平面の図形の

証明問題を設定した（ ）。生徒には，複素

数平面を利用することで図形の証明問題に解答で

きることに気付かせるとともに，全員が完全解答

できることを期待した。授業は知識構成型ジグソ

ー法（東京大学 ）に基づいた協調学習

形式で実施しジグソー活動の書き起こしを行った。

提示された問題

結果と考察

名の生徒の協調学習直前・直後・遅延 （ ヵ

月後）・遅延 （ か月後）の つの時点での回答

成否を調べた結果， の通り直後は全員が

正解，遅延では 名が正解だった。また，生徒が

一息で話した部分を 行として話者別に書き起こ

した結果，発話行数は となった。

解答の成否（○ 正答，× 誤答）

直前 直後 遅延 遅延

生徒 × ○ ○ ○

生徒 × ○ × ×

生徒 × ○ ○ ○

遅延時点で誤答だった生徒 の発話と生徒

の発話を， ら の建設的相互作用

の観点から分析した結果，生徒 は生徒 が遂

行する課題解決の内容に対して率直に疑問点を投

げかけ，生徒 は生徒 からの質問によって式

の意味に気付いたことで問題解決に至ったことが

示された。また，質疑応答の内容は，以下 つの

カテゴリについて集中的に発生していた傾向が示

された。

式が持つ図形的な意味の理解。（例） m/(β

α)=i/2→純虚数，× → 度回転

つの数学的概念が複数の表現を持つ場合に，

適切な表現を選択すること。（例）純虚数→z＝

または ＋Δ

学習者が先行学習であまり触れていない考え

方。（例）数式を用いた「回転」（cosα＋isinα）

極形式 θ＋ θ

上記を生徒が理解していなくても問題を解くこ

とができる場合があるのは想像に難くない（益川

ら ）。今後は対話の特徴を客観的に示すため

の方法を検討予定である。
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付 記

本研究は 科研費 ）の支援を受けた。

△ があり，その外側に，正方形 およ

び正方形 を作る。また，複素数平面上で

（α）， （β），とする。線分 の中点を

とするとき， ， ⊥ であることを証

明せよ。

P084 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

類推能力と創造的思考力の関係性

大塚紫乃（江戸川大学）

キーワード：類推，創造的思考，問題解決

問題と目的

現在，知識を活用し，創造的に思考する力を育

成することが教育において求められている。

知識を活用する力のひとつに，類推能力がある。

類推能力とは，既に持っている知識 ベースとい

う を，似ている問題（ターゲットという）に対し

て適用し，推論を行う力のことである。筆者はこ

れまで類推の発達について研究を重ねてきた（大

塚 ）が，ベースとターゲット間の類似性に気

づいていても類推による問題解決を行えない場合

があることが分かった。

ここで，類推による問題解決を行えるか否かに

関わる他の能力があるのではないかと推測した。

類推は，創造的思考の一部である。本研究では，

創造的思考を直接測定し，複数の視点から分析す

ることにより，類推能力とどのような能力が関係

するのか検証する。

方 法

調査対象者 調査への同意を得た大学生 名。

質問紙と手続き 質問紙は，集団に対して一斉に

実施された。合図に合わせてページをめくり，課

題を解くように指示した。

創造的思考力を測定する課題として，“

”（以下 ）を用いた。日常で使う“モ

ノ”の通常とは異なる使い方をできるだけ多く挙

げる課題であった。山岡・湯川（ を参考に課

題を作成した。例題として「レンガ」を出題した。

回答時間は 秒とした。次に，本題として「新聞

紙」と「空き缶」を出題した。回答時間はそれぞ

れ 分間とした。

類推能力を測定する課題として，“放射線問題”

を用いた。放射線で腫瘍を治療する課題がターゲ

ットで，軍隊で城を攻める物語がベースであった。

「分割と合成」を用いた解決方法が共通していた。

まず，ターゲットについて 分間の回答時間を設

け，ベースを示したのち，ターゲットに関して追

加する回答があるか 分間の回答時間を設けた。

得点化と分類 の得点は，流暢性と柔軟性（山

岡・湯川 ，独創性（堀江・三宮 ）の

観点から採点された。

流暢性はアイデアの個数，柔軟性はアイデアの

観点数を得点とした。独創性は個々のアイデアを，

生成した人数が 名以上なら 点， ・ 名なら

点， ・ 名なら 点， 名なら 点， 名な

ら 点と採点し，その合計を得点とした。

類推課題については，ベースを提示したのちの

回答を用いて，類推による問題解決ができたか，

一部類似した回答をしたか，解決できなかったか

の 群に分類した。なお，ベース提示後の回答で，

ターゲットに関する記述をしていなかった者が

名いたため，分析から除外した。

結果と考察

類推課題について，類推による解決が 名，一

部類似の解決が 名，解決なしが 名であった。

この 群によって， の流暢性，柔軟性，独創

性の得点が異なるのか分析を行った。その結果

の通りになった。

分散分析の結果，柔軟性に関して有意差が見ら

れ（ ≺ ），類推による解決と解

決なしの間で差があることが示された（ ≺

の 検定による）。以上から，類推による

解決を行えるか否かは，特に柔軟性が関連してい

ることが明らかとなった。流暢性，独創性も類推

による解決ができている者のほうが高い傾向だが，

柔軟に様々な方向から思考できる能力が，類推に

とって重要であることが示唆された。今後，類推

の発達を説明する要因として創造的思考力の柔軟

性も考慮し，検討を行うことが有効である。

類推解決 群の の平均得点（ ）
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